
太平洋岸自転車道
NCR記念ミーティング＠はままつ

北海道TOKACHIサイクルツーリズムルート協議会

日時/９月１７日（金）14：00～17：00

場所/浜松市市民協働センター２階 第1・2研修室

内容/太平洋岸自転車道「日本風景街道」中部ルート連絡会 発足会

ナショナルサイクルルート交流フォーラム



北海道サイクルツーリズムの取組
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北海道サイクルツーリズムの取組
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北海道サイクルツーリズムの取組
■北海道アドバイザリー会議

参加者 ：有識者、全道各ルート、連携協議会（行政等）
（約80名）

第２回開催：令和3年3月4日（木）10:00～12:00（Web開催）第１回開催：令和2年1月23日（木）15:00～17:00

■現地視察

走 行 会：令和2年10月10日（土）13:00～17:00 羊蹄ニセコエリアサイクルルート（走行距離約53km）
意見交換会：令和2年10月11日（日） 9:00～10:30 倶知安町
参 加 者：有識者、全道各ルート、連携協議会（行政等）（約30名）

参加者 ：有識者、全道各ルート、連携協議会（行政等）
（約110名）
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北海道サイクルツーリズムの取組

○情報発信（リーフレット）
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北海道サイクルツーリズムの取組

■自転車交通量調査
全道各サイクルルートの継続的な利用実態把握のため、CCTV画像（道路管理用カメラ）を活用した自

転車交通量計測手法について現在、検討中。（実査との誤差が大きいため引き続きチューニング作業を
継続）

【トカプチ４００～R2.8月、10月観測】
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トカプチ４００設定のコンセプト

【旅する「冒険大陸」北海道】
・北海道の南東部に位置した十勝平野は、岐阜県や滋
賀県とほぼ同じ10,832km2の広大な面積を持つ。
・山、平野、海へ、雄大な十勝を感じることができる
サイクリングルートとして設定。

・大自然を駆け巡る魅力!!
・食、景観、アクティビティ!!
・冬も含め１年中楽しめる!!
・様々な客層に対応!!
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受入環境整備状況

【JR帯広駅（おびくる）】

【帯広駅周辺拡大図】

ゲートウェイ・サイクルステーション（休憩施設）・宿泊施設

幌加除雪ステーション

帯広観光コンベンションセンター

麦音

道の駅なかさつない

道の駅さらべつ

ガーデンスパ十勝川温泉

道の駅ちゅうるい

道の駅コスモール大樹

いんかる～し長節

十勝川温泉エコロジーパーク

音更十勝川温泉サイクルステーション

Sakura Terrace

道の駅おとふけ（R4移転）

柳月スイートピアガーデン

道の駅ピアしほろ21

道の駅しほろ温泉

道の駅しかおい

道の駅かみしほろ

上士幌交通ターミナル

ナイタイテラス

ゲートウェイ

休憩施設（整備予定を含む）

休憩施設のうち要件を満たす施設（20か所）

宿泊施設

ゲートウェイ

【とかち帯広空港】

【音更十勝川温泉サイクルステーション】
（e-bikeをはじめとしたレンタサイクル、工具貸
し出し等）

サイクルステーション

【ホテルヌプカ：本館・別館】
（客室内への自転車持ち込み、レンタサイクルの実施）

宿泊施設

①JR帯広駅（おびくる）

②とかち帯広空港

休憩施設

【道の駅しほろ】
（空気入れ・工具貸し出し、チューブ販売）

※休憩施設の要件
トイレ、空気入れ、水分補給（自動
販売機・飲料水の提供）、休憩ス
ペース・設備、サイクルラック、必
要な情報提供を必須とする
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手ぶらレンタサイクルの実施
ゲートウェイ間（帯広空港⇔帯広駅）、ゲートウェイと観光地（帯広駅⇔十勝川温泉）にて十勝バ
スを活用した手荷物輸送サービスを実施。本年度も実施に向け準備中。

受入環境向上策～ゲートウェイでの取組～
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受入環境向上策～サポート体制の構築

②タクシー事業者と連携し、緊急時の対応

体制を整備

ルートのショートカットや迂回の移動手段、
緊急時の自転車回収など、地域のタクシー事
業者と連携し福祉車両を必要に応じてサイク
ルタクシーとして運用。

③サイクリストサポート施設としての道の駅

の整備

ルート沿線の道の駅において、自転車空気入
れ、工具の貸し出しのほか、チューブを販売。
（写真は道の駅しほろ）

【空気入れの貸し出し】 【工具の貸し出し】

【チューブの販売】
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道路パトロールカーへ空気入れと工具を搭載

パトロール時にトラブルが発生しているサイクリストへ空気入れ、工具の貸し出しを行う取
組を実施。維持管理を行うスタッフは、事前に工具の取り扱いや自転車の仕組みについて勉
強会を行っているほか、トカプチ400サイクルマップを携帯しており、近隣自転車店への案
内も可能。

自転車工具・空気入れを搭載した道路パトロールカー 維持管理事業者のサイクル勉強会

受入環境向上策～サポート体制の構築
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サイクリストウェルカムな宿泊施設

客室内への自転車持ち込みが可能な施設や、洗車が可能な施設が増加。また、レンタサイク
ルを実施する宿泊施設も増加している。今後、室内用自転車ラックを試行的に設置し、設置
者へのヒアリング調査を行うなど、宿泊施設機能向上に向けた取り組みを継続していく予定。

受入環境向上策～サイクリストにやさしい宿泊

ホテルヌプカ
利用料金：1時間200円、1日1200円
利用期間：4月下旬-11月上旬まで
利用時間：7：00-19：00

【レンタサイクルの実施】

【客室への自転車の持ち込み】

11



トカプチ400ルートマップの作成：A6サイズ（日本語版・英語版・繁体字・タイ語）

情報発信

【トカプチ400ルートマップ（左：表面、右：裏面）】

ルート沿線の施設でのマップの留置やサイクルイベントにおいてマップを配布。

【イベントでのマップ配布】

【施設での留置】
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情報発信の取組

②サイクリング動画によるルートの魅力PR
・初級者～中上級者向けのPR動画を撮影し、さまざまな場面でPR活動に利用
・動画はYou Tubeで公開中

中上級者向けＰＲ動画 初級者向けＰＲ動画

多様なレンタサイクル（ロードバイク・クロス
バイク・e-bike・ミニベロ）を利用した十勝で
の楽しみ方をPRする動画。

ロードバイクで楽しめる北海道・十勝地域の広
大な大地とダイナミックな風景をPRする動画。

【クロスバイクで楽しむガイドツアー
（上士幌町）】

【ミニベロで楽しむポタリング
（帯広市）】

【ロードバイクで楽しむ農村風景
（更別村）】

【e-bikeで訪れる展望台
（音更町・十勝が丘展望台）】

【然別湖（上士幌町・鹿追町）】 【三国峠（上士幌町）】

【十勝牧場（音更町）】 【ブドウ畑（池田町）】
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地域ルートの検討

トカプチ400は広域なルートであるため、初心者でも楽しめるような、トカプチ400を活
用した地域ルートを検討。（協議会にて地域ルートを認定する制度の創設を検討中）

【制度の創設に必要となる主な項目（素案）】
①制度の運営団体
・北海道TOKACHIサイクルツーリズムルート協議会

②認定のための要件（例）
〇「北海道のサイクルツーリズム推進方針」の記載
・ビューポイントや地域特有の魅力を巡るルート
・初心者を含む多様なサイクリストの走行を想定
・地域の短距離のサイクルルート
・基幹ルートから離れているビューポイントなど、隠れた地域資源を楽しめる
〇その他
・基幹ルートとの連続性・関連性
・受入環境の整備状況
・サイクルマップ等の整備状況
・距離や獲得標高

→上記を参考に認定要件や水準等の設定が必要

③対象ルート
・管内サイクリングコース（次頁参照）

④認定方法等
・申請形式で協議会へ申請 or 協議会からの推薦

⇒要件や水準の充足状況を確認し協議会として認定

⑤認定によるメリット
・サイン（協議会で製作）の提供によるPR ・関連HPや情報発信物等への掲載

・連携したルート整備

「北海道のサイクルツーリズム方針」サイクルルートの考え方

ちゅうるいサイクルマップ

かみしほろ

十勝川温泉ぶらちゃりMAP

魅力づくり
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魅力づくり

トカプチ400グッズの作成
トカプチ400のロゴを試作し、試験的にボトルとサコッシュ、ネックゲイター等のオリ
ジナルグッズを作成し、イベント参加記念品として活用。
今後は、販売を含めた活用方法を協議会で検討していく予定。
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魅力づくり

地域ガイドによるサイクリングサポート

協議会メンバーがサイクリングツアーを案内す
る「十勝サイクリングコンシェルジュ」を立ち
上げ、活動中。
初心者やファミリーでも楽しめるツアーを検討
し、展開していく予定。
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「おもてなし編」
サイクリスト目線でのおもてな
しのポイントや情報を記載

魅力づくりの

おもてなしガイドマニュアルの作成

ガイドの裾野を広げるための取組として、初心者サイクリスト向け「トラブルマニュアル」
の素案を作成。また、受入施設スタッフ向けの「おもてなしマニュアル」について素案を作
成。今後、素案を更新し、ルート上の受入施設へのマニュアル配布を予定。
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トカプチ400のルートを活用したサイクルイベントや、コロナ禍における新しい生活様式に対
応したサイクルイベントを開催。参加記念品としてトカプチ400オリジナルグッズを進呈。

サイクリングイベント

十勝クライムキャンプ

コロナ時代におけるサイクリングツアー
2～3人のグループで獲得標高を競うサイクルイベント

（十勝クライム・キャンプ）

サイクリングイベントの実施
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自転車歩行者専用道路

都市部の評価基準準拠

郊外部の評価基準準拠

その他(ブルーライン等)

未整備

自動車交通量が10,000台以上の区間

DID地区

凡例

整備済

26km

6km

279km

0km

主な観光資源

国立公園

ゲートウェイ

道の駅

92km

■起終点 帯広市西2条南12丁目（JR帯広駅）

■延 長 403km

（国：180.3km、道道：115.5km、市町村：81.7km、河川敷：25.6km）

■ 通過市町村
（１２市町村）

おびひろ なかさつない さらべつ たいき うらほろ

帯広市、中札内村、更別村、大樹町、浦幌町、

とよころ いけだ まくべつ おとふけ しほろ

豊頃町、池田町、幕別町、音更町、士幌町、

かみしほろ しかおい

上士幌町、鹿追町（全12市町村）

■ゲートウェイ
（GW）

2箇所
①JR帯広駅
②とかち帯広空港

■サイクル ステーション
（CS）

115箇所
※うちＮＣＲの指定要件を満たすものは20箇所を整備予定

■宿 33箇所
※うちＮＣＲの指定要件を満たすものは15箇所を整備予定

■狭小トンネル 16箇所

■狭小幅員橋梁 9箇所

■急勾配 13l区間

10 20km0

交通量19,344台/日

交通量10,779台/日

交通量35,904台/日

交通量15,501台/日

交通量11,031台/日

交通量27,687台/日

交通量19,212台/日

交通量19,212台/日

交通量11,172台/日

交通量12,922台/日
幸福駅

三国峠展望台

松見大橋

白樺並木

タウシュベツ橋梁（旧国鉄士幌線コンクリートアーチ橋梁群）

糠平展望台

温泉公園

ナイタイテラス

十勝川河川敷

士幌高原ヌプカの里

千代田堰堤

はるにれの木

真鍋庭園

忠類坂

農村風景
フェリーエンドルフ
（中札内農村休暇村）

空港滑走路横

旧愛国駅記念公園

大雪山国立公園

とかち帯広空港

JR帯広駅

糠平湖（糠平源泉郷）

然別湖

池田ワイン城

十勝ヒルズ

六花の森・中札内美術館

スカイテラス

トカプチ400のルート概要

※交通量が10,000台以上の区間については、都市部・郊外部共に矢羽根型路面表示を整備済み。また、同区間では自動車と自転車に対する注意喚起標識１４箇所を設置済み。

※

【矢羽根型路面標示標準配置図 】

都市部 10mピッチ 郊外部 100mピッチ
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交差点内の対策（3.3mピッチ）

矢羽根型
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ルートの双方向で
案内を設置

適切な支柱が無
い場合、案内用
の路面表示（後
述）を設置

5ｋｍごとに直進の
案内看板シールを設置

走行空間整備 案内サインの設置

予告案内看板 分岐案内看板 路面表示（支柱がない場合） 単路部（5km間隔）設置個所

交差点部に設置する案内看板の種類について（サイクルート北海道の設置基準）
・ルートが右左折で分岐する交差点で「①予告」「②分岐」「③確認」の案内看板シールを双方向に設置する。
・単路部にも、5km間隔で双方向に「④確認」の案内看板シールを設置する。
・北海道は、冬期の除雪によって路面標示が切削される恐れがあるため、道路附属物等の支柱への「案内看板」設置
を基本としている。適切な支柱が無い場合には「案内用の路面表示」によりルート案内を設置する。
・今後現行サイズよりも拡大して更新するとともに、予告には距離表示を標記、自転車ピクトはロゴマークを採用する。

「①予告」 「②分岐」「③確認」

※トカプチ400ではルート番号は「4」

離隔のありなし
により２種類の
サイズを設定

▼案内看板のサイズの更新について

5m程度

離隔あり なし

現行のサイズ

サイクルート
北海道のロゴ
マークを採用

分岐までの
距離を標記
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走行空間整備 案内サインの設置

＜サイクルート北海道基準＞
〇令和４年（2022年）３月までに実施する取組内容
・分岐点に路面表示又は案内看板(双方向で予告・分岐・確認)を設置

（当初整備328箇所：78％ ⇒ 令和4年3月末 379箇所：91％ ）

①JR帯広駅（おびくる）

②とかち帯広空港

【帯広駅周辺拡大図】

＜凡例＞

ゲートウェイ

交差点部

単路部

整備済み
当年度整備（R3）
次年度以降（R4～）

整備済み
当年度整備（R3）

次年度以降（R4～）

その他

その他

＜NCR基準（必須）＞
〇令和３年（2021年）３月までに実施した取組内容
・分岐する交差点に路面表示又は案内看板を設置
（当初整備68交差点：93％ ⇒ 令和3年3月末 73交差点：100％ ）

・単路部（約5km間隔）に路面表示・案内看板を設置
（当初整備80交差点：98％ ⇒令和3年3月末 82交差点：100％ ）

⇒ 2021年3月末で交差点での「分岐」サインを100%としNCR基準を満足

凡例
案内サイン整備予定箇所
路面標示
整備主体 国

道
自治体

複雑交差点での検討状況

実際の整備状況（R3.3）
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走行空間整備 注意喚起看板

注意喚起看板の種類について

◆恒常的に設置する場合

アルミ看板にシール
プリント（多言語化）

＜文字高さ＞
・日本語100mm

・英語50mm

＜板面＞
幅300mm×高さ
400mm

注意喚起は看板で対応。看板の日本語文字サイズ100mm、盤面サイズは300mm×400mm。 ピクト+多言語対応。色は黄+黒+白。

300mm

4
0
0

m
m

1
0
0

m
m

5
0
m

m

◆暫定的に設置する場合

SL立看板 文字高さ200mm

（幅550mm×高さ1400mm） 22



走行空間整備 注意喚起看板の設置

①国道273号

②道道85号北側

③道道85号南側

急こう配箇所

看板設置個所 1
KP.54600

看板設置個所 2
KP.52200

看板設置個所 3
KP.49700

看板設置個所 4
KP.48900

看板設置個所 5
KP.45100

55060.37, 1142.57
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施工高

5.2%

5.0%

5.1%

5.3%

5.3%

KP,最大標高

看板設置個所 3
KP.49700

看板設置個所 4
KP.48900

看板設置個所 2
KP.52200

看板設置個所 1
KP.54600

看板設置個所 5
KP.45100

※縦断勾配が5％を超える際にそ
の手前で注意喚起看板を設置

至 三国峠

至 糠平湖

注意喚起看板の設置個所 ①国道273号の例＜NCR基準（推奨）＞
〇令和３年（2021年）３月までに実施した取組内容
・急勾配区間に注意喚起看板を設置
（当初整備なし⇒ 令和3年3月末 13箇所：100％ ）

⇒ 2021年3月末で急勾配区間への注意喚起看板の設置を
100%としNCR基準を満足
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10 20km0

狭小幅員橋梁①

狭小幅員橋梁②

狭小幅員橋梁③

狭小幅員橋梁④

狭小幅員橋梁⑤

狭小幅員橋梁⑤

狭小幅員橋梁⑥

狭小幅員橋梁⑥

狭小幅員橋梁⑦
狭小幅員橋梁⑧狭小幅員橋梁⑨

狭小幅員橋梁① 市町村道（音更町） 狭小幅員橋梁② 市町村道（音更町） 狭小幅員橋梁③ 市町村道（音更町）

狭小幅員橋梁④ 市町村道（士幌町） 狭小幅員橋梁⑤ 市町村道（幕別町：十勝中央大橋） 狭小幅員橋梁⑥ 市町村道（帯広市：愛国大橋）

狭小幅員橋梁⑦ 市町村道（帯広市） 狭小幅員橋梁⑧ 市町村道（浦幌町） 狭小幅員橋梁⑨ 国道38号（帯道：豊誉橋）

看板
300mm

×400mm

高さ180cm

Uバンド

国道38号（帯道：豊誉橋）は
アルミ看板にシールプリント
＜帯広側＞
幅300mm×高さ400mm、設置高さ180cm

＜豊頃側＞
幅300mm×高さ400mm、設置高さ180cm

看板
300mm

×400mm

高さ180cm

自在バンド

SL立看板 文字高さ200mm

（幅550mm×高さ1400mm）

狭小幅員橋梁走行空間整備 注意喚起看板の設置

＜NCR基準（推奨）＞
〇令和３年（2021年）３月までに実施した取組内容
・狭小幅員橋梁に注意喚起看板を設置
（当初整備なし⇒ 令和3年3月末 9橋梁：100％ ） ⇒ 2021年3月末で狭小幅員橋梁への注意喚起看板の設置を100%としNCR基準を満足
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道路照明

看板
300mm

×400mm

歩道幅員
4.5m

高さ180cm

自在バンド

国道241号（路肩2.0m）
※交通量11,031～15,501台/日

10 20km0

道道498号（路肩1.0m）
※交通量10,779台/日

トカプチ400サイクルルート

都市部10,000台以上

国道
道道（北海道）

郊外部10,000台以上

国道
道道（北海道）

凡例

国道236号（路肩1.0m）
※交通量19,212台/日

国道236号（路肩1.0m）
※交通量19,212台/日

国道38号（路肩1.0m）
※交通量27,687台/日

道道73号（路肩1.0m未満）
※交通量12,922台/日

アルミ看板にシールプリント
幅300mm×高さ400mm

交通量の多い区間走行空間整備 注意喚起看板の設置

道路照明（帯道）

道路標識（帯道）

看板
300mm

×400mm

高さ180cm

自在バンド

看板
300mm

×400mm

歩道幅員
3.0m

高さ180cm

自在バンド

＜NCR基準（必須）＞
〇令和３年（2021年）３月までに実施した取組内容
・自動車交通量が概ね10,000台/日以上の幹線道路において車道混在となる区間に注意喚起看板を設置
（当初整備なし⇒ 令和3年3月末 14箇所：100％ ） ⇒ 2021年3月末で自動車と自転車への注意喚起看板の設置を100%としNCR基準を満足

道路標識（帯道）

看板
450mm

×600mm

歩道幅員
3.5m

高さ180cm

自在バンド
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トンネル区間走行空間整備 注意喚起看板の設置

＜トンネル区間（T-8）＞
【国道273号】

＜トンネル区間（T-3）＞
【国道273号】

＜トンネル区間（T-2）＞
【国道273号】

＜トンネル区間（T-1）＞
【国道273号】

＜トンネル区間（T-7）＞
【国道273号】

＜トンネル区間（T-6）＞
【国道273号】

＜トンネル区間（T-5）＞
【国道273号】

＜トンネル区間（T-4）＞
【国道273号】

＜トンネル区間（T-12）＞
【道道498号】

＜トンネル区間（T-11）＞
【道道73号】

＜トンネル区間（T-16）＞
【道道85号】

＜トンネル区間（T-14）＞
【道道85号】

＜トンネル区間（T-15）＞
【道道85号】

＜トンネル区間（T-13）＞
【道道85号】

＜トンネル区間（T-9）＞
【国道273号】（往復）

＜トンネル区間（T-10）＞
【国道273号】（往復）

＜NCR基準（必須）＞
〇令和２年（2020年）３月までに実施した取組内容
・自動車交通量が概ね10,000台/日以上の幹線道路において車道混在となる区間に注意喚起看板を設置
（当初整備あり⇒ 令和3年3月末 16箇所：100％ ） ⇒ 2021年3月末で現地及びルートマップ等で注意喚起を100%としNCR基準を満足

Webでの注意喚起

ルートマップでの注意喚起

トンネル手前での注意喚起看板の設置イメージ

狭小トンネル・覆道での安全対策としては、トンネ

ル手前での路面表示（矢羽根・自転車ピクトグラム
等）と注意喚起看板の設置、Webやルートマップで
の掲載による注意喚起を実施してきた。
注意喚起看板（SL看板の設置）は、暫定対策とし
て行ってきたが、路肩幅員を狭くすることから、恒久
的な対策として注意喚起看板をトンネルの坑口に設
置することを計画している。

26


